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液状細胞診を利用したＨＰＶ併用検診サービス開始のお知らせ 

 

トランスジェニックグループの株式会社ジェネティックラボ(代表取締役社長：福永健司、北海

道札幌市)は、2014 年 6 月 1日から、液状細胞診を利用したヒトパピローマウィルス（HPV）併

用検診サービスを開始いたしますので、お知らせします。 

 

【サービス概要】 

婦人科のがんで最も多い子宮がん（子宮頸がん※1と子宮体がん）のうち子宮頸がんは、年間罹

患者数は約 1万人（2010年）となっています。子宮頸がんは、早期発見による治療が可能ですが、

進行した場合の治療は困難であることから定期的検診による早期発見が極めて重要です。現在、

子宮頸がん検診は、子宮頸部細胞診が行われ、また子宮頸がんの主因である発がん性 HPV※2感染

についての検査もあります。両検査の実施は、子宮頸がんの早期発見、進行がんの予防に有効で

す。 

 

 このたび開始しますサービスは、液状細胞診※3用に採取した検体を発がん性の HPV を発見す

る検査に用いることによって、細胞の採取が一度で済み、受診者の負担を最小限に抑えることを

可能とするものです。また、液状細胞診は従来法の直接塗抹法※4による細胞診に比べ、異型細胞

の検出率が向上します※注。 

したがって、液状細胞診と HPV 検査を併用することによって、子宮頸がんの発見率はほぼ

100％となります。 

  

 株式会社ジェネティックラボは、液状細胞診とHPV解析において 10年以上の実績をもつ検査

会社です。認定病理医、細胞診専門医および多数の細胞検査士が年間約 10万件の細胞診を実施し

ています。 

今後も、女性の健康を支えるこの液状細胞診を利用したHPV併用検診を推進してまいります。 

 

【用語解説】 

※1 子宮頸がん 子宮頸部（子宮の入り口）に発生するがんのことです。 
※2 HPV ヒトの皮膚や粘膜に感染するパピローマウイルスのことです。 
※3 液状細胞診 特殊な溶液の入った容器に病変部材料を採取し、液状化した細胞診検体か

ら病理診断用標本を作製する方法を用いた診断です。 
※4 直接塗抹法 採取した検体の一部を直接スライドグラス上に塗抹・染色して標本を作製

する方法です。 
※注  各機器メーカーが推奨する細胞回収容器の仕様によって、本検出率は変動

することがあります。 

 

  



 

 

【株式会社ジェネティックラボについて】 

2000年、北海道大学発ベンチャー第一号として設立。常勤の病理医が在籍し、病理診断技術と

分子生物学関連技術を駆使したサービスを展開。個別化医療の実現に向け、 バイオマーカーの探

索・評価技術の開発やコンパニオン診断薬等、医療に直結する製品・サービスの開発を支援しま

す。従業員は、72名であります。 

 

お問い合わせ先 

株式会社ジェネティックラボ 病理事業本部 営業部 

〒060-0009 北海道札幌市中央区北 9条西 15丁目 28-196 札幌 ITフロントビル 3F 

TEL: 011-644-7333  FAX: 011-644-7611 http://www.gene-lab.com/  
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